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・
令
和
６
年
共
通
テ
ス
ト
漢
文
解
説(

本
試
験)

 

準
拠

『
早
覚
え
速
答
法
』 

 

※m4 
は
『
早
覚
え
』
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
４
ペ
ー
ジ
、181

は
『
早
覚
え
』
の1

81

ペ
ー
ジ
を
示
す
。  

 [

出
典] 

于
済
『
聯
珠
詩
格
』
ほ
か 

 [

書
き
下
し
文] 

※
音
読
の
た
め
ル
ビ
と
送
り
が
な
の
歴
史
的
か
な
づ
か
い
は
今
の
か
な
づ
か
い
に
変
更
。 

【
詩
】 

華
清
宮 

長
安
よ
り
回
望
す
れ
ば
繍(

し
ゅ
う)

堆(

た
い)
を
成
す
。
山
頂
の
千
門
次
第
に
開
く
。
一

騎
紅
塵(

こ
う
じ
ん)

妃
子(

き
し)

笑
う
。
人
の
是
れ
茘
枝(
れ
い
し)

の
来
た
る
を
知
る
無
し
。 

【
資
料
】 

Ⅰ
『
天
宝
遺
事
』
に
云
う
、
「
貴
妃
茘
枝
を
嗜(

た
し
な)

む
。
当
時
涪
州(
ふ
う
し
ゅ
う)

貢

を
致
す
に
馬
逓(

ば
て
い)

を
以
て
し
、
馳
載(

ち
さ
い)

す
る
こ
と
七
日
七
夜
に
し
て
京
に
至

る
。
人
馬
多
く
路(

み
ち)

に
斃(

た
お)

れ
、
百
姓(

ひ
ゃ
く
せ
い)

之(

こ
れ)

に
苦
し
む
と
。
」 

Ⅱ
『
畳
山
詩
話
』
に
云
う
、
「
明
皇(

め
い
こ
う)

遠
物
を
致
し
て
以
て
婦
人
を
悦(

よ
ろ
こ)

ば
し
む
。
人
力
を
窮(

き
わ)

め
人
命
を
絶
つ
も
、
顧
み
ざ
る
所
有
り
と
。
」 

Ⅲ
『
遯
斎
閑
覧
』
に
云
う
、
「
杜
牧
の
華
清
宮
の
詩
尤(

も
っ
と)

も
人
口
に
膾
炙(

か
い
し

ゃ)

す
。
唐
紀
に
拠(

よ)

れ
ば
、
明
皇
十
月
を
以
て
驪
山(

り
ざ
ん)

に
幸(

こ
う)

し
、
春
に

至
り
て
即
ち
宮
に
還(

か
え)

る
。
是
れ
未
だ
嘗(

か
つ)

て
六
月
に
は
驪
山
に
在
ら
ざ
る
な
り
。

然(

し
か)

る
に
茘
枝(

れ
い
し)

は
盛
暑
に
し
て
方(

は
じ
め)

て
熟
す
と
。
」 

Ⅳ
『
甘
沢
謡
』
に
云
う
、
「
天
宝
十
四
年
六
月
一
日
、
貴
妃
誕
辰
、
驪
山
に
駕
幸
す
。
小
部

音
声
に
命
じ
て
楽
を
長
生
殿
に
奏
し
、
新
曲
を
進
め
し
む
る
も
、
未
だ
名
あ
ら
ず
。
た
ま
た

ま
南
海
茘
枝(

れ
い
し)

を
献
じ
、
因(

よ)

り
て
茘
枝
香
と
名
づ
く
と
。
」 



[
現
代
語
訳]

(
 
)

内
は
訳
者
の
補
足
。 

【
詩
】 

華
清
宮 

長
安
か
ら
見
る
と(
驪
山
は)

綾
絹
を
重
ね
た
よ
う
だ
。
山
頂
の
千
門
が
次
々
と
開
く
。

(

駆
け
て
く
る)

一
騎
が
紅
い
砂
塵
を
巻
き
上
げ
、
楊
貴
妃
が
そ
れ
を
見
て
笑
う
。
茘
枝(

れ

い
し)

が
運
ば
れ
て
来
た
と
は
誰
も
知
ら
な
い
。 

【
資
料
】 

Ⅰ
『
天
宝
遺
事
』
は
記
す
。
「
楊
貴
妃
は
茘
枝
を
好
ん
だ
。
当
時
涪
州(

ふ
う
し
ゅ
う)

は
み

つ
ぎ
も
の
を
運
ぶ
の
に
公
文
書
を
運
ぶ
早
馬
を
用
い
、
急
ぐ
こ
と
七
日
七
夜
で
京
に
着
い
た
。

多
く
の
人
馬
は
途
中
で
倒
れ
、
民
衆
は
こ
れ
に
苦
し
ん
だ
。
」 

Ⅱ
『
畳
山
詩
話
』
は
記
す
。
「
玄
宗
は
遠
く
の
物
を
取
り
寄
せ
て
女
性
を
喜
ば
せ
た
。(

そ

れ
に
よ
り)

人
力
を
尽
く
し
人
命
を
奪
っ
た
が
、
顧
み
な
か
っ
た
。
」 

Ⅲ
『
遯
斎
閑
覧
』
は
記
す
。
「
杜
牧
の
華
清
宮
の
詩
は
最
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
唐
紀
に

よ
れ
ば
、
玄
宗
は
十
月
に
驪
山(

り
ざ
ん)

に
行
き
、
春
に
な
っ
て
す
ぐ
に
宮
殿
に
帰
っ
た
。

し
た
が
っ
て
六
月
に
は
驪
山
に
い
な
い
。
一
方
、
茘
枝(

れ
い
し)

は
夏
の
盛
り
に
熟
す
。
」 

Ⅳ
『
甘
沢
謡
』
は
記
す
。
「
天
宝
十
四
年
六
月
一
日
、
楊
貴
妃
は
誕
生
日
に
皇
帝
の
乗
り
物

で
驪
山
に
行
っ
た
。
小
部
音
声
に
命
じ
て
音
楽
を
長
生
殿
で
新
曲
を
演
奏
さ
せ
た
が
、
曲
に

は
ま
だ
名
前
が
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
南
海
郡
が
茘
枝(

れ
い
し)

を
献
上
し
た
の
で
、
そ
れ

に
ち
な
ん
で
茘
枝
香
と
名
づ
け
た
。
」 

筆
者
の
主
張
を
つ
か
む

m4 

 

ス
テ
ッ
プ
１―

―

最
初
の
２
行
を
読
む 

 

詩
と
資
料
Ⅰ
の
最
初
の
２
行
を
読
む
と
次
の
と
お
り
。 



長
安
よ
り
回
望
す
れ
ば(

注
２)

驪
山
は
綾
絹
の
よ
う
だ
。
山
頂
の
山
門(

注
３)

次
々
と
開

く
。 貴

妃
茘
枝(

れ
い
し)

を
嗜(

た
し
な)

む
。
涪
州(

ふ
う
し
ゅ
う)

貢
を
致
す
に(

注
９)

公
文

書
を
運
ぶ
早
馬
を
以
て
し
、
七
日
七
夜
に
し
て
京
に
至
る
。
人
馬
多
く
路
に
斃(

た
お)

れ
、

百
姓
こ
れ
に
苦
し
む
。 

 

ス
テ
ッ
プ
２―

―

最
後
の
３
行
を
読
む 

詩
の
最
後
１
行
と
資
料
Ⅳ
の
最
後
２
行
を
読
む
と
次
の
と
お
り
。 

人
の
是(

こ) 

れ
茘
枝(

れ
い
し)

の
来
た
る
を
知
る
無
し
。 

小
部
音
声
に
命
じ
て
楽
を
長
生
殿
に
奏
し
、
新
曲
を
進
め
し
む
る
も
、
未
だ
名
あ
ら
ず
。

た
ま
た
ま
南
海
茘
枝(

れ
い
し)

を
献
じ
、
因
茘
枝
香
と
名
づ
く
。 

 

 

ス
テ
ッ
プ
３―

―

最
後
の
設
問
の
選
択
肢
を
見
る 

 

三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
共
通
す
る
言
葉
を
探
す 

 

 

問
６
で
作
業
す
る
と 

 

ス
テ
ッ
プ
１ 

 
[

門] 
[

茘
枝] 

[

公
文
書] 

 [

早
馬]  

ス
テ
ッ
プ
２ 

 
[

茘
枝] 

 

選
択
肢
① 

 
 
[

門] 
[

茘
枝] 
[

公
文
書] 

 [

早
馬] 

選
択
肢
② 

 
 
[

門] 
[

茘
枝] 

[

不
適
切
＝
公
文
書
で
な
く
茘
枝
を
運
ぶ] 

[

早
馬] 

選
択
肢
③ 

 
 
[

門] 
[

茘
枝] 

[

早
馬] 

選
択
肢
④ 

 
 
[

茘
枝] 

 

選
択
肢
⑤ 
 
 
[

門] 
[

茘
枝] 

[

早
馬] 

と
な
る
。
正
解
候
補
は
①
②
か
。
こ
れ
で
十
分
。
こ
れ
が
大
事
。
こ
こ
で 



退
却
ル
ー
ル

m
6  

三
分
以
内
に
主
張
を
つ
か
む
作
業
を
や
め
て
最
初
に
も
ど
る 

を
実
行
し
最
初
か
ら
読
ん
で
い
く
。 

 

問
１{

３} 

漢
詩
と
押
韻181
か
ら
詩
は
七
言
絶
句
で
、
押
韻
は
、
堆tai

開kai

来rai

。
し
た
が

っ
て
正
解
は
⑤
。 

 
 
 

問
２(

ア){

漢} 

 

百
姓(

ひ
ゃ
く
せ
い)157

は
「
人
民
、
人
々
」
だ
か
ら
正
解
は
①
「
民
衆
」
。 

 

問
３{

限
定}{

使
役} 

 

「
の
み
」
と
読
む
限
定

94

の
漢
字
が
な
い
の
で
③
が
切
れ
、
「
し
め
」
と
読
む
使
役

10

が
な
い
の
で
⑤
が
切
れ
る
。 

 

直
前
行
で
「
人…

多
く
み
ち
に
た
お
れ
」
と
あ
る
の
で
、
「
人
力
を
窮
め
人
命
を
絶
つ
」

④
が
正
解
。 

 

 問
２(

イ) 

「
人
口
に
膾
炙(

か
い
し
ゃ)

す
」
の
意
味
は
④
「
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
」
。 

 

問
２(

ウ){

熟} 

熟
語
に
よ
る
翻
訳
で
正
解
つ
か
め
！170

に
よ
る
。
「
因
」
で
思
い
浮
か
ぶ
熟
語
は
「
原
因
」

だ
ろ
う
。
す
る
と
翻
訳
は
「
そ
の
た
め
に
」
①
が
適
当
。 

 

 

問
４{

熟} 

 

「
嗜
」
の
熟
語
は
「
嗜
好
」
だ
ろ
う
。
す
る
と
「
嗜
＝
好
」
と
な
っ
て
次
の
と
お
り
。 

 

 

【
資
料
】
Ⅰ 

貴
妃
茘
枝
を
好
む 



 
【
資
料
】
Ⅱ 

(

注11)

玄
宗
遠
物
を
致
し
て
婦
人(

＝
貴
妃)

を
よ
ろ
こ
ば
し
む
。 

 
 

し
た
が
っ
て
、
「
玄
宗
の
命
令
で
楊
貴
妃
の
好
物…

を
運
ぶ
」
④
が
正
解
。 

 

問
５ 

 

【
資
料
】
Ⅲ
で
は
「
玄
宗
は
十
月
に
驪
山
に
行
き
、
翌
年
の
春
に
戻
っ
て
い
る
の
で
、
六

月
に
は
驪
山
に
い
な
い
が
、
茘
枝
は
夏
に
熟
す
。
」
し
た
が
っ
て
、
驪
山
に
茘
枝
を
取
り
寄

せ
た
と
す
る
杜
牧
の
漢
詩
は
事
実
に
反
す
る
の
で
、
正
解
は
③
④
⑤
。 

 

【
資
料
】
Ⅳ
で
は
驪
山
で
六
月
に
茘
枝
が
献
上
さ
れ
て
い
る
の
で
六
月
に
驪
山
に
い
る
こ

と
に
な
り
、
正
解
は
「
【
資
料
】
Ⅲ
に
反
論
」
と
し
た
⑤
。 

 

問
６ 

 

正
解
候
補
①
②
を
検
討
す
る
と
、
①
は
「
事
実
無
根
の
逸
話
」
と
し
②
は
「
事
実
か
ど
う

か
不
明
」
と
す
る
。
問
５
で
の
考
察
に
よ
り
、
【
資
料
】
Ⅲ
で
は
六
月
に
驪
山
に
い
な
い
、

【
資
料
】
Ⅳ
で
は
六
月
に
驪
山
に
い
る
、
と
な
っ
て
真
偽
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
②

が
正
解
。 

以
上 

 

 


